
　　　　　　　　 特定非営利活動法人
メンタルサポート野田そよかぜ

１　事業の成果

２　事業の実施に関する事項
（１）特定非営利活動に係る事業

従業者の
人数

1、指定多機能型事業所

　　つばさ

　(1)就労継続支援Ｂ型 ＜施設内＞

・喫茶業務

   ○四つ葉のクローバー

・社協委託

  ○斎場売店

　（2）自立訓練

（生活訓練）

・喫茶業務

   ○四つ葉のクローバー

2、地域活動支援センター ・相談支援

すまいる ・プログラムによる活動 週５日 すまいる 2名

３、共同生活援助 ・食事の提供

そよかぜハウス　 ・日常生活の見守り 毎日 そよかぜ 7.6名

・生活指導・相談 　　ハウス

４、相談支援センター ・初回計画作成

　　　　　　そよかぜ ・モニタリング

・更新計画作成

利用者
年間延人数1,616名

入居者
年間延人数6,480名

月平均17.1名

週５日 訪問 1名

新規計画9回(1回)

モニタリング140回(11回)

更新計画77回(12回)

＊( )は内児童相談

令和１年度の事業報告書

（3）共同生活援助は、現在4カ所の共同住居による定員19名のもと安定した運営をおこなった。

年間延人数43名週1日 斎場 1名

就労支援事業

週２日

4名
利用者

年間延人数3,968名

北コミュ
ニティ

センター
5名 年間延人数91名

（4）相談支援事業は、相談員退職の為２月は休業したが３月から継続して障がい者相談支援をおこなうとと
もに挽回する思いで運営を行った。

（2）地域活動支援センター「すまいる」は、、一時若干の減少を見たが、結果的には一日平均通所者に変
化はなく、過去、培った経験から特徴あるプログラムに期待した利用者が多く安定した運営を行った。

（１）多機能型事業所つばさの施設内事業の拡充に努めるとともに、今年度は貨物用軽車両１台を取替え、
施設の屋根の全面的な補修工事を行った。また、エアコン３台を交換して作業環境を整える等々、通所者
の受け入れ態勢に万全を期した。事務作業削減の為、人事給与システム導入・Ｗｉｎｄｏｗ７サポート終了の
為、ＰＣ２台を交換。照明をＬＥＤに変換。セキュリティ・コスト削減の為、サーバー・プリンターを機種変更。
例年通り長期祝休日の適時開所するなどして通所者の活動の場を拡大、歩率の良い内職作業を選んで工
賃の向上に努めた。

週２日
北コミュ
ニティ

センター
0名

＜施設外＞

・内職作業 週５日 つばさ 1名
利用者

年間延人数344名

（5）今年度も、サービス管理責任者及び相談支援専門員の資格取得に向け、職員の資質・知識の向上を
図るため、各種講習会・研修会に積極的に参加した。

＜施設外＞

（6）健康増進のための昼休みのウォーキングを実施した。また、施設内外のイベントにも積極的に参加し
た。

事業名 事業内容 実施日時 実施場所
受益対象者の範囲
及び予定人数

 ・内職作業 週５日 つばさ



グループホームの従業者の人数
世話人

週52.5Ｈ勤務、常勤換算32Ｈで割る
52.5÷32＝1.64

１日1.64人となる

サビ管

月76Ｈ勤務、４週で割り、常勤換算40Ｈで割る

（76÷4）÷40＝0.475

１日0.475人となる

管理者

月20Ｈ勤務、４週で割り、常勤換算40Ｈで割る

（20÷4）÷40＝0.125

１日0.125人となる

※世話人は、Ａ棟Ｂ棟C棟D棟とあるので×４

1.64×4＝6.56

世話人＋サビ管理＋管理者で一日の人数が出る

6.56＋1＝７.56

１日７.６人

※週32H


